タイムリーで重要！
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フライデー誌について


GBY! 　私たちは皆さんを愛し、皆さんが幸せで健康であること、また、花見ウイットネッシングが沢山の実を結んでいるよう祈ります！　フライデー誌がまだ記事を出版していないことを主に感謝しましょう。けれども、引き続き、そのことで祈りを欠かさないでください！


皆さんも知っている通り、３月半ばにフライデー誌の記者とフリーランスのジャーナリストが、予告もなしにHCSとTOMホームを訪問して、インタビューを求めましたが、今日、彼らは、別のファミリーのホームも訪問しました。


しかし、そのホームは、「ファミリー」に所属しているのかと尋ねられて、明確に答えず、あいまいな返答をしたため、何かを隠しているような印象を与えたようです。


記者がホームにやって来て、「ファミリー」と尋ねられたなら、彼らはすでにそのことを知っている可能性がかなり高いので、正々堂々とそうだと正直に答えてください。隠そうとすると、かえって状況を悪化させ、彼らはもっと「ファミリー」に対する疑惑を深め、不正直だとして、さらに攻撃を加えることになります。


しかし、自分たちが誰かについては正直であるべきですが、それと同時に、尋ねられた質問に全部答え始めたりしないで下さい。彼らは、最も罪のないような答えでさえも、わい曲するからです。それどころか、「ファミリー」とつながりがあること以外に、何の質問にも答える必要はありません。いろいろ質問し始めてきたら、丁重（ていちょう）に、「ファミリー」の日本連絡所に連絡してくださいと言いましょう。（４月３日に送られた迫害についてのメッセージには、報道機関がホームに来たなら何をすべきかや言うべきかが書かれた三つのファイルが含まれています。そこには、非常に役立つ秘訣が沢山書かれているので、ぜひ参照してください！）

記者が去ったらすぐに、彼らが近所をうろうろしていないかどうか、誰かにチェックさせてください。それと同時に、HCSにすぐに電話してください。

また、たとえば花見ウイットネッシングのような、かなり人目を引く証しをする前に、それが主の正しい場所と時なのか、そして、最も大切なこととして、自分が主の最高の意志の内にいるかどうかを、しっかり確認してください。私たちは、皆さんが同じ場所に頻繁に行かないことを勧めます。記者たちは花見ウイットネッシングのことを知っている可能性が高く、あなた達を探し出して写真を撮る可能性も非常に高いからです。


「保護の鍵を要求しなさい。鍵は、あなたがたのまわりの警護を厳重にして、わたしの天使のガードマンたちに、何の妨害もなしにあなたがたを助けられるようにする。」

皆さんを愛しています。主が皆さんのするすべてのことにおいて、皆さんを祝福し、守り、導いてくださいますように！

愛と祈りをこめて

PRボードより
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